
高体連　シード・組み合わせ申し合わせ要領 

 

　 ●シードについて 

　【団体戦】 

 　 ① 春季大会の東西各ブロック１位から４位までの学校と前年度の選抜全道大会に　

　　　 出場した学校にシードを与える。  
  　② 第１シード、第２シードの位置は東西交互にするものとする。 

　　　（奇数年開催：東ブロック、偶数年開催：西ブロック） 

　【個人戦】 

  　① 春季大会の戦績及び国スポ全道推薦選手により、原則として８組・８名をシード

　　　 する。シードについては専門委員会で決定する。 

 　 ② シードの順位について 

　   　ア）国スポ全道大会４位以上については上位シード順位を与える。 

       イ）推薦選手を上位シードとするが、国スポ全道大会で直接対決があった場合は

　　　　　 その結果を優先する。他の選手についても直接対決においては、国スポ全道

　　　　　 大会の結果を優先し、順位を入れ替える。 

       ウ）シード順位がつかない場合は国スポ全道大会の結果や抽選などによって決め

　　　　　 る場合がある。 

    ③ 第１シードから第４シードまでは原則として動かさない。 

 

④  第５シード以降は国スポ全道及び春季大会の結果を基にシードを決める。

その際は、学校バランス等の配慮はしない。※札幌地区協会主催の大会に準ずる。 

 

    ⑤ シード選手にペア換えがあった場合（ダブルスについて） 

       ア）枠外の権利を失うが、シードについては別途検討する。 

       イ）シードについてはベスト８以上の成績の場合のみとする。 

       ウ）シード順位については両方の順位を足し、２で割った順位とする。 

　　   （２位の選手と６位の選手のペア替えは４位となる。本来の順位の選手と重なる 
         場合は本来の順位選手を優先する。） 

 

　　⑥　その他別途審議が必要な場合は、専門委員で検討し決定する。 

 

   ●組み合わせについて 

 　【団体戦】

 　 ①  申し込み順に抽選を行う。　　

 　【個人戦】

  　①  枠外を持っている３枠出場の学校から抽選を行う。順番は申し込み順とする。

      　次にシードのある２枠出場の学校の抽選を行う。順番は申し込み順

    ②  ３枠のある学校については４分の１ヤマに同一校が入らないように抽選を行う。

 　　　（シードはこの限りではない）

　　③校内順位１、２位は左右に分けることとする。（シードはこの限りではない） 

     ④２枠出場の場合は２分の１ヤマに同一校どうしが入らないように抽選を行う。

       ※原則このように抽選を行うが、エントリー数によってはこの限りではない。

     ⑤右ヤマ、左ヤマの数を確認し、３枠の学校、１枠の学校で数の調整を行う。



     
 

 

 

 


